
 

 

 

 

 

ダイムラー・トラック・ファイナンシャルサービス・アジアが 

電気小型トラック「eCanter」を小笠原村へ寄付 
2026年 3月 26日 

 小笠原村で初のEVトラック導入 

 UNESCO世界自然遺産に登録された国内離島で初の「eCanter」導入 
 再生可能エネルギーを最大限活用し稼働するゼロエミッション車両の「eCanter」で小笠

原諸島の環境保全に貢献 
 
ダイムラー・トラック・ファイナンシャルサービス・アジア株式会社（本社：東京都港区、代表取締役
社長：ヤン・フアマン、以下 DTFSA）は、小笠原村（東京都小笠原村、村長：渋谷正昭）に対し三菱
ふそうトラック・バス株式会社（本社：神奈川県川崎市、代表取締役社長・CEO：カール・デッペン、
以下 MFTBC）製の電気小型トラック「eCanter」を寄付することを決定し、2026年3月25日に DTFSA
と小笠原村で寄付に関する覚書（MoU）の締結式を DTFSA 本社にて行いました。小笠原諸島での
EV トラック導入は初となるほか、UNESCO 世界自然遺産に登録された国内の離島で「eCanter」が
導入されるのは小笠原諸島が初めてとなります。小笠原村への「eCanter」の納車は2026年7月を
予定しています。 
 
今回寄付される平ボディ仕様の「eCanter」は、小笠原村の母島における資源物の収集運搬の用
途で活用される予定です。「eCanter」は走行時に排出ガスを一切出さず、自然環境への負荷を大
幅に低減できるゼロエミッション車両です。電気駆動のため振動や騒音が少ない「eCanter」は、住
宅街などの地域で用いられるゴミ収集作業の用途に適しており、既に国内の複数の地域でごみ
収集車としての導入実績があります。母島での導入により、同地域内の公共サービスのカーボン
ニュートラル化に貢献します。 
 
小笠原諸島は2011年6月に UNESCO 世界自然遺産に登録されました。小笠原村では、貴重な自
然環境を次世代に引き継ぐため、地域全体で環境保全の取組みを継続しています。また、2050
年までに温室効果ガス排出量を実質ゼロにする島づくりを目指す「小笠原村ゼロカーボンシティ
宣言」を発出し、母島では太陽光発電と蓄電池を活用し、一年のうち半年程度を再生可能エネル
ギーのみで電力供給することを目指した実証運転も進められています。DTFSA は「eCanter」が稼
働予定の母島で EV トラックの充電器の設置を完了し、今回寄付する「eCanter」は再生可能エネル
ギー由来の電力を最大限活用し充電されます。これにより、充電から走行までのゼロエミッション
化のモデルケースとして運用が開始されることになり、環境負荷の低い持続可能な島内の公共
サービスを実現します。 
 
DTFSAのヤン・フアマン代表取締役社長は、次のようにコメントします。「小笠原諸島の豊かな自然
環境を守りながら持続可能な社会づくりに貢献できることを大変光栄に思います。再生可能エネ
ルギーで走行する eCanter が、小笠原村のゼロエミッション化の取組みをさらに推進する一助とな
ることを期待しています。今後も DTFSAは、地域社会とともに環境保全に寄与する活動を継続して
まいります」 
 
小笠原村の渋谷正昭村長は、次のようにコメントします。「このたびの EV トラックのご寄贈に心よ
り感謝申し上げます。小笠原村の母島では一年のうち半年程度を太陽光発電のみによる電力供
給を目指す画期的な実証運転が始まっています。太陽光由来の電力で走る EV トラックは、小笠
原村の資源循環を担う物流を支えるだけではなく、小笠原村が目指すゼロカーボン大作戦の大き



 

な一歩となります。このトラックを環境保全のシンボルとして、持続可能な島づくりを推進してまい
ります。」 
 

DTFSAのヤン・フアマン代表取締役社長（写真左）と小笠原村の渋谷正昭村長（写真右） 
 

（写真左から）DTFSA のヤン・フアマン代表取締役社長、小笠原村の渋谷正昭村長、MFTBC の林春樹 

取締役副社長 国内販売・カスタマーサービス本部長 
 
 

ダイムラー・トラック・ファイナンシャルサービス・アジア株式会社について 

ダイムラー・トラック・ファイナンシャルサービス・アジア株式会社は、2021年12月に設立されて以来、三

菱ふそうトラック・バス株式会社との長年にわたる協業関係を礎に、三菱ふそうのお客様およびパート

ナーの皆様にファイナンシャルサービスを提供しています。 

同社は今後も、お客様への革新的な金融商品とサービスを通じて、持続可能な事業への移行を力強く

支援しています。特に、カーボンニュートラルな産業への転換を目指すお客様の取り組みに寄り添い、

車両の電動化を推進する金融ソリューションの提供に尽力しています。 



 

https://www.mitsubishi-fuso.com/ja/financial-services/company/  
 
三菱ふそうトラック・バス株式会社について 

三菱ふそうトラック・バス株式会社（MFTBC）は、川崎市に本社を置く商用車メーカーです。ダイムラート

ラック社が89.29%、三菱グループ各社が10.71%の株式を保有しています。90年以上の歴史を持つ

FUSO ブランドのトラックやバス、産業用エンジンを世界約170の市場向けに開発・製造・販売していま

す。日本初の量産型電気小型トラック「eCanter」による電動化や、運転自動化では大型トラック「スー

パーグレート」に国内商用車初の SAE レベル2相当の高度運転支援技術を実装するなど、先進技術の

開発に積極的に取り組んでいます。 
 

電気小型トラック「eCanter」について 

「eCanter」は、MFTBC が2017年に発売した日本初の量産型電気小型トラック(バッテリーEV トラック)で

す。温室効果ガスを排出せず、CO2削減という社会課題の解決に貢献しつつ、静穏かつ低振動という

EV トラックの特性により、都市内輸送・深夜早朝の輸送をより快適・低負荷で行えます。2023年3月に

フルモデルチェンジして発売した新型モデルは、シャシラインアップや架装バリエーションの拡大、ニー

ズに合わせた航続距離の展開によって、さらに多様なニーズへの対応が可能です。日本のほか欧州

31市場やオセアニア地域に加え、インドネシアや台湾といったアジア地域および中東・南米など、海外

市場への新たな展開も進めています。 
 

 


